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作
者 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
志
賀
直
哉 

 

明
治
十
六
（
一
八
八
三
）
年
〜
昭
和
四
十
六
（
一
九
七
一
）
年
。
小
説
家
。

宮
城
県
石
巻
町
に
、
父

直な
お

温は
る

、
母
銀
の
次
男
と
し
て
生
ま
れ
る
。
父
は
当

時
第
一
銀
行
石
巻
支
店
勤
務
。
明
治
十
三
（
一
八
八
〇
）
年
生
ま
れ
の
長
男

直
行
は
満
二
年
八
か
月
で
夭
折
し
て
い
る
た
め
実
質
的
に
は
志
賀
家
の
長
男

と
し
て
成
育
す
る
。
志
賀
家
は
近
江
国
志
賀
城
主
か
ら
始
ま
る
と
伝
え
ら
れ

て
い
る
が
、
四
代
目
の
直
之
よ
り
相
馬
藩
に
仕
え
、
祖
父
の
直
道
は
明
治
維

新
ま
で
は
旧
相
馬
藩
の
二
百
石
の
武
士
で
二
宮
尊
徳
の
弟
子
で
あ
っ
た
。
維

新
後
は
主
家
相
馬
家
の
家
令
と
し
て
財
政
建
て
直
し
の
仕
事
に
古
河
市
兵
衛

と
と
も
に
か
か
り
、
足
尾
銅
山
の
開
発
に
着
手
し
た
。
明
治
十
八
（
一
八
八

五
）
年
、
東
京
麴
町
区
内
幸
町
の
相
馬
家
旧
藩
邸
の
祖
父
母
の
も
と
に
移
さ

れ
、
実
質
的
に
は
祖
父
母
の
手
で
育
て
ら
れ
る
。
二
十
二
（
一
八
八
九
）
年
、

学
習
院
初
等
科
入
学
。
二
十
八
（
一
八
九
五
）
年
に
、
母
銀
死
去
（
そ
の
後

父
は
高
橋
浩
と
再
婚
す
る
）
。
九
月
、
学
習
院
中
等
科
に
進
む
。
十
八
歳
頃
よ

り
内
村
鑑
三
の
教
会
に
通
い
、
足
尾
銅
山
鉱
毒
地
視
察
を
計
画
す
る
が
、
父

と
意
見
衝
突
。
学
習
院
で
は
二
年
落
第
し
武
者
小
路
実
篤
ら
と
同
級
に
な
る
。

学
習
院
高
等
科
を
経
て
東
京
帝
国
大
学
英
文
科
に
進
む
が
後
に
国
文
科
に
転

じ
る
、
そ
の
後
中
退
。
大
学
を
中
退
し
た
明
治
四
十
三
（
一
九
一
〇
）
年
、

志
賀
直
哉
・
武
者
小
路
実
篤
・
木
下
利
玄
・
正
親
町

お
お
ぎ
ま
ち

公
和

き
ん
か
ず

の
回
覧
雑
誌
「
望

野
」（
は
じ
め
「
暴
矢
」、
改
題
し
て
「
望
野
」
と
な
る
）
、
里
見
弴
・
児
島
喜

久
雄
・
園
池
公
致
・
田
中
雨
村
ら
の
回
覧
雑
誌
「
麦
」、
柳
宗
悦
・
郡
虎
彦
の

回
覧
雑
誌
「
桃
園
」
の
三
誌
が
合
併
し
て
四
月
に
「
白
樺
」
が
誕
生
す
る
。

「
白
樺
」
は
文
学
雑
誌
で
あ
る
と
同
時
に
美
術
雑
誌
で
も
あ
り
、
ま
た
、
大

正
文
学
の
出
発
点
と
な
る
雑
誌
で
あ
っ
た
。
初
期
の
作
品
に
は
「
剃
刀
」「
老

人
」
「
正
義
派
」
「
清
兵
衛
と
瓢
簞
」
な
ど
の
客
観
小
説
の
流
れ
と
、
自
己
と

肉
親
や
友
人
を
モ
デ
ル
に
用
い
た
私
小
説
の
流
れ
と
が
入
り
混
じ
っ
て
展
開

す
る
。 

 

大
正
元
（
一
九
一
二
）
年
九
月
、「
中
央
公
論
」
に
「
大
津
順
吉
」
を
発
表

し
最
初
の
原
稿
料
を
得
た
。
こ
の
年
、
父
と
の
対
立
が
も
と
で
広
島
県
尾
道

に
一
時
居
住
。
翌
二
（
一
九
一
三
）
年
八
月
十
五
日
夜
、
山
の
手
線
の
電
車

に
跳
ね
飛
ば
さ
れ
て
負
傷
す
る
。
十
月
、
後
養
生
の
た
め
城
崎
温
泉
へ
（
こ

の
年
「
范
の
犯
罪
」
な
ど
を
書
き
、
三
年
ほ
ど
創
作
を
中
止
す
る
）
。
三
（
一

九
一
四
）
年
、
父
の
反
対
を
押
し
切
っ
て
武
者
小
路
実
篤
の
従
妹

勘か

解で

由の

小こ
う

路じ

康さ
だ

子こ

と
結
婚
、
京
都
や
赤
城
な
ど
に
し
ば
ら
く
住
む
。
そ
の
後
千
葉

県
我
孫
子
の
手
賀
沼
の
ほ
と
り
に
移
住
。
当
時
の
我
孫
子
に
は
柳
宗
悦
、
武

者
小
路
、
バ
ー
ナ
ー
ド
・
リ
ー
チ
や
中
勘
助
な
ど
も
住
み
、「
白
樺
村
」
的
な

雰
囲
気
が
あ
っ
た
。
志
賀
直
哉
は
生
涯
に
転
居
二
十
数
回
。
居
住
し
た
場
所

に
材
を
取
っ
た
名
作
を
発
表
し
て
い
る
。 

 

「
城
の
崎
に
て
」
が
発
表
さ
れ
た
六
（
一
九
一
七
）
年
は
、
三
年
ほ
ど
中

止
し
て
い
た
創
作
を
再
開
し
た
年
で
あ
る
。
ま
た
、
こ
の
年
、
長
年
に
わ
た

っ
た
父
と
の
争
い
が
解
決
し
て
い
る
。
父
と
の
和
解
の
喜
び
を
一
挙
に
書
き

き
っ
た
「
和
解
」
他
、「
好
人
物
の
夫
婦
」「
赤
西
蠣
太
」
な
ど
を
発
表
し
、

大
正
期
の
代
表
的
な
作
家
と
な
っ
た
。
広
津
和
郎
の
「
志
賀
直
哉
論
」
も
こ

の
時
期
に
書
か
れ
て
お
り
、
見
る
べ
き
も
の
を
正
確
に
見
抜
く
肉
眼
の
作
家
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と
い
う
イ
メ
ー
ジ
が
定
着
し
た
時
代
で
も
あ
っ
た
。 

 
そ
の
後
も
短
編
を
幾
つ
も
発
表
す
る
が
、
十
（
一
九
二
一
）
年
、
長
編
小

説
「
暗
夜
行
路
」
が
「
改
造
」
に
連
載
さ
れ
始
め
る
。
こ
の
年
祖
母
死
去
。

ま
た
「
暗
夜
行
路
」
は
前
編
こ
そ
ひ
と
ま
ず
完
結
し
た
が
、
後
編
は
す
こ
ぶ

る
難
渋
し
幾
度
も
の
断
絶
を
繰
り
返
し
た
。
そ
し
て
昭
和
十
二
（
一
九
三
七
）

年
四
月
に
つ
い
に
完
結
。
小
林
秀
雄
・
河
上
徹
太
郎
・
谷
川
徹
三
ら
よ
り
賛

辞
が
寄
せ
ら
れ
た
。
近
代
文
学
史
上
不
朽
の
名
作
と
謳
わ
れ
る
。
そ
の
間
に

我
孫
子
か
ら
京
都
、
山
科
を
経
て
奈
良
へ
転
居
。
「
雨
蛙
」「
山
科
の
記
憶
」

な
ど
の
短
編
を
発
表
し
た
。
昭
和
十
六
（
一
九
四
一
）
年
芸
術
院
会
員
。
第

二
次
世
界
大
戦
後
は
「
灰
色
の
月
」「
山
鳩
」
「
朝
顔
」
な
ど
簡
潔
に
し
て
奥

行
き
の
深
い
短
編
を
発
表
し
た
。
二
十
四
（
一
九
四
九
）
年
文
化
勲
章
受
賞
。

熱
海
か
ら
東
京
渋
谷
に
居
を
移
し
、
悠
然
と
し
た
晩
年
を
送
る
。
四
十
六
（
一

九
七
一
）
年
十
月
二
十
一
日
、
関
東
中
央
病
院
に
て
肺
炎
の
た
め
死
去
。
八

十
八
歳
で
あ
っ
た
。 

 

生
前
の
志
賀
直
哉
の
周
辺
に
は
滝
井
孝
作
・
尾
崎
一
雄
・
網
野
菊
・
直
井

潔
・
島
村
利
正
・
藤
枝
静
男
・
阿
川
弘
之
ら
が
集
ま
り
「
志
賀
山
脈
」
を
形

成
し
た
が
、
そ
の
私
小
説
性
や
伊
藤
整
の
言
う
調
和
的
な
「
人
格
美
学
」
的

有
り
様
に
対
し
て
、
太
宰
治
・
織
田
作
之
助
ら
の
反
発
も
あ
っ
た
。 

文
学
活
動 

主
な
作
品
を
以
下
に
挙
げ
る
。 

初
期
短
編―
―

「
剃
刀
」「
正
義
派
」「
清
兵
衛
と
瓢
簞
」「
網
走
ま
で
」
な
ど 

中
期
短
編―

―

「
好
人
物
の
夫
婦
」「
赤
西
蠣
太
」「
小
僧
の
神
様
」「
万
暦
赤

絵
」
「
和
解
」
な
ど 

戦
後
短
編―

―

「
灰
色
の
月
」「
朝
顔
」 

長
編―

―

「
暗
夜
行
路
」 

作
者
を
解
く
カ
ギ 

１ 

白
樺
派 

 

志
賀
直
哉
は
学
習
院
中
等
科
で
二
回
落
第
し
て
い
る
が
、
こ
の
落
第
に
よ

っ
て
、
木
下
利
玄
・
正
親
町
公
和
と
同
級
に
な
り
、
隣
の
ク
ラ
ス
だ
っ
た
武

者
小
路
実
篤
と
親
し
む
機
会
を
得
た
。
そ
し
て
特
に
武
者
小
路
実
篤
と
は
生

涯
を
通
じ
て
深
い
か
か
わ
り
を
持
っ
た
（
志
賀
直
哉
の
妻
は
武
者
小
路
の
従

妹
に
あ
た
り
、
結
婚
式
は
武
者
小
路
宅
で
行
わ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
志
賀
直

哉
の
葬
儀
に
当
た
っ
て
は
武
者
小
路
が
体
の
不
自
由
を
押
し
て
参
列
し
、
里

見
弴
一
人
が
弔
辞
を
読
む
予
定
だ
っ
た
と
こ
ろ
、
武
者
小
路
の
弔
辞
が
そ
の

場
で
加
わ
っ
た
）
。「
志
賀
直
哉
が
学
習
院
に
入
学
し
な
け
れ
ば
、
ま
た
二
年

落
第
し
て
中
等
科
六
年
、
十
九
歳
の
と
き
十
七
歳
の
武
者
小
路
実
篤
と
知
り

合
わ
な
け
れ
ば
、「
白
樺
」
は
存
在
し
な
か
っ
た
。
武
者
小
路
実
篤
は
志
賀
直

哉
と
会
わ
な
く
と
も
小
説
家
、
実
践
家
と
な
っ
た
だ
ろ
う
が
、
志
賀
直
哉
は

武
者
小
路
実
篤
と
の
出
会
い
が
な
け
れ
ば
作
家
に
は
な
ら
な
か
っ
た
可
能
性

が
高
い
。
」
（「
白
樺
た
ち
の
大
正
」
関
川
夏
央
）。
志
賀
直
哉
は
武
者
小
路
実

篤
と
出
会
う
以
前
に
も
有
島
生
馬
ら
と
倹
遊
会
を
結
成
し
「
倹
遊
会
雑
誌
」

と
い
う
原
稿
を
綴
じ
合
わ
せ
た
雑
誌
を
回
覧
し
て
い
た
が
、
雑
誌
「
白
樺
」

の
創
刊
に
加
わ
っ
た
こ
と
、
ま
た
白
樺
に
よ
っ
た
作
家
・
画
家
・
彫
刻
家
・

美
術
研
究
家
・
詩
人
な
ど
多
く
の
人
と
交
流
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
作
家
、

志
賀
直
哉
が
生
み
出
さ
れ
て
い
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。 

２ 

父
と
の
不
和 

 

明
治
期
に
お
け
る
国
内
で
の
大
き
な
社
会
問
題
と
な
っ
た
渡
良
瀬
川
の
鉱

毒
事
件
の
被
害
地
視
察
に
行
こ
う
と
し
た
志
賀
直
哉
は
、
父
親
に
厳
し
く
反

対
さ
れ
る
（
足
尾
銅
山
は
祖
父
の
直
道
が
そ
の
開
発
に
関
係
し
て
い
た
）
。
そ

の
後
、尾
道
に
居
を
移
す
き
っ
か
け
と
な
っ
た
の
も
父
親
と
の
対
立
で
あ
り
、
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ま
た
結
婚
に
際
し
て
も
父
親
の
反
対
に
あ
い
、
そ
れ
を
押
し
切
る
形
で
康
子

と
結
婚
し
た
（
康
子
は
先
に
川
口
家
に
嫁
し
て
い
て
夫
と
死
別
。
志
賀
直
哉

と
は
再
婚
に
な
る
。
結
婚
式
は
媒
酌
人
な
し
、
武
者
小
路
夫
妻
と
勘
解
由
小

路
夫
妻
が
列
席
し
た
だ
け
で
あ
っ
た
）
。
こ
の
結
婚
を
き
っ
か
け
に
し
て
父
と

の
不
和
は
さ
ら
に
悪
化
す
る
。
こ
の
対
立
は
志
賀
直
哉
三
十
四
歳
の
年
に
和

解
が
成
立
す
る
ま
で
続
い
た
。青
年
時
代
よ
り
次
女
の
出
生（
長
女
は
夭
折
）

ま
で
の
長
期
間
に
わ
た
っ
て
続
い
た
こ
と
に
な
る
。
こ
の
対
立
と
和
解
は
小

説
「
和
解
」
と
し
て
作
品
化
さ
れ
る
。
志
賀
直
哉
は
父
親
と
の
対
立
だ
け
で

は
な
く
、
肉
親
や
友
人
と
の
か
か
わ
り
や
自
己
を
モ
デ
ル
に
し
た
多
く
の
作

品
を
残
し
て
い
る
。
自
己
の
周
辺
を
描
く
私
小
説
的
作
品
は
志
賀
直
哉
の
作

品
群
の
中
に
一
つ
の
流
れ
を
形
成
し
て
い
る
。
そ
の
象
徴
と
な
る
の
が
父
親

と
の
不
和
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。 

  

出
典 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  

本
文
は
『
小
僧
の
神
様 

他
十
篇
』（
岩
波
書
店 

平
成
十
四
）
に
よ
っ
た
。

初
出
は
雑
誌
「
白
樺
」
大
正
六
（
一
九
一
七
）
年
五
月
号
に
掲
載
さ
れ
た
。

作
者
三
十
四
歳
の
時
で
あ
る
。
翌
（
一
九
一
八
）
年
一
月
、
新
潮
社
刊
「
夜

の
光
」
に
収
録
さ
れ
る
に
際
し
て
「
大
正
六
年
四
月
」
と
執
筆
年
月
が
明
示

さ
れ
る
。「
夜
の
光
」
に
収
め
た
と
き
に
本
文
に
か
な
り
大
き
い
修
訂
が
な
さ

れ
、
そ
の
後
、
九
巻
本
全
集
に
収
め
た
と
き
に
も
本
文
の
改
訂
が
な
さ
れ
て

い
る
。 

出
典
と
の
異
同 

 

教
科
書
表
記
の
統
一
に
よ
る
変
更
の
ほ
か
、〔 

〕
内
の
理
由
に
よ
り
、
次

の
通
り
改
め
た
。 

◯
「「
范
の
犯
罪
」」→

「
『
范
の
犯
罪
』
」（
教
科
書
一
九
九
・
16
）〔
教
育
上

の
配
慮
〕 

◯
「
支
那
人
」→

「
中
国
人
」（
教
科
書
一
九
九
・
16
）
〔
教
育
上
の
配
慮
〕 
 

参
考
文
献 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

＊
教
師
用 

○
志
賀
直
哉
を
知
る
た
め
に 

「
志
賀
直
哉
」
上
下 

 

本
多
秋
五 

 
 
 
 
 
 
 

岩
波
書
店 

平
二 

「
志
賀
直
哉
」
新
装
版 

 

福
田
清
人
・
栗
林
秀
雄 

 
 

清
水
書
院 

平
二
十
八 

＊
一
九
六
八
年
版
の
再
版 

「
志
賀
直
哉 

芸
術
小
説
を
書
き
続
け
た
文
豪
」
宮
越
勉 

 

お
う
ふ
う 

平
三
十 

○
大
正
時
代
の
雰
囲
気
を
つ
か
む
た
め
に 

「
大
正
文
学
ア
ル
バ
ム
」（
新
潮
日
本
文
学
ア
ル
バ
ム 

別
巻
２
） 

 

新
潮
社 

昭
六
十
一 

「
日
本
文
壇
史
19 

白
樺
派
の
若
人
た
ち
」 

瀬
沼
茂
樹 

講
談
社 

平
九 

「
白
樺
た
ち
の
大
正
」
関
川
夏
央 

 
 
 

 
 
 
 

文
藝
春
秋 

平
十
五 

○
「
城
の
崎
に
て
」
読
解
参
考
の
た
め
に 

「
志
賀
直
哉
の
短
編
小
説
を
読
み
直
す
」（
読
み
直
し
文
学
講
座
４
）
島
村

輝 

か
も
が
わ
出
版 

令
三 

＊
桑
の
木
の
場
面
と
そ
れ
に
続
く
い
も
り
の
場
面
を「
黄
泉
の
世
界
」

と
し
て
読
解
し
た
一
例
。 
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「
講
義
日
本
文
学 

「
共
同
性
」
か
ら
の
視
界
」 

東
京
大
学
文
学
部
国
文
学
研
究
室 

東
京
大
学
出
版
会 

令
三 

 

＊
生
徒
用 

「
近
代
日
本
文
学
の
す
す
め
」 

大
岡
信
・
加
賀
乙
彦
・
菅
野
昭
正
・
曾
根
博

義
・
十
川
信
介 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

岩
波
書
店 

平
十
一 

＊
近
代
日
本
の
小
説
に
対
し
て
の
評
論
ア
ン
ソ
ロ
ジ
ー
。
志
賀
直
哉

は
「
暗
夜
行
路
」
が
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
。 

「
志
賀
直
哉
」（
ち
く
ま
日
本
文
学02

1

）
志
賀
直
哉 

筑
摩
書
房 

平
二
十 

「
志
賀
直
哉
は
な
ぜ
名
文
か
」 
山
口
翼 

 
 
 
 
 

祥
伝
社 

平
十
八 

「
温
泉
文
学
論
」 

川
村
湊 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

新
潮
社 

平
十
九 

「
志
賀
直
哉
、
映
画
に
行
く 

エ
ジ
ソ
ン
か
ら
小
津
安
二
郎
ま
で
見
た
男
」 

貴
田
庄 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

朝
日
新
聞
出
版 

平
二
十
七 

「
日
本
近
代
随
筆
選
３ 

思
い
出
の
扉
」 
 

千
葉
俊
二
・
長
谷
川
郁
夫
・
宗
像
和
重 

 
 
 

岩
波
書
店 

平
二
十
八 
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